
活動内容と成果
【ローカル・アドボカシー・モデル実践・創出事業】
●ローカル・アドボカシー・モデルの構築（京都・垂井）
●�全国各地へのローカル・アドボカシー・モデルの
展開
●あどぼの双六
【アドボカシー・プロセス／インフラ事業】
●外務省、環境省との政策対話
●SDGs円卓会議への参加
●SDGs非営利コンサルティング事業の試行
●Ｇ20外相会合シンポジウムの実施
●環境情報交流会の実施
【アドボカシー・プラットフォーム構築事業】
●あどぼのプラットフォームの立上げ

活動内容と成果
世界遺産でもあるイグアスの滝の水源の一つでもあ
るペドラブランカ山系において、下記の活動を行っ
た。
①�環境保全型農法を実践する農家38世帯の一覧化、
可視化。参加型アグロエコロジー認証制度の実現
②�それら農家世帯が互いに技術を学び、相談・援農・
技術交換を進められるネットワークを形成
③�消費者グループの組織化及び農家ネットワークと
の融和を目指し、オンラインで総勢2,965人から
なるネットワークを形成
④�州で保護区を制定するための議会陳情、提言書の
提出などの活動を展開

課　題
NGO・NPOのアドボカシー活動は国際的には活発
に展開されているが、国内においてその必要性につ
いての認識も不十分であり、そのための社会資源・
基盤も脆弱である。

目　標
ローカル・アドボカシー・モデルが全国的に広がっ
て成果を収め、それによって持続的・包括的な地域・
環境ガバナンスのあり方が各地で実現し持続的に機
能し効果をもたらす。

課　題
大統領が変わって、国策から保全型農法は優先順位
が下げられつつある。そんな中で市民発の草の根の
運動で循環型農業を実現すること。

目　標
ペドラブランカ山系に保護区が制定されること、保
護区の外にも環境保全型の伝統農法を実践する二次
林的バッファー地帯が形成されること、及びそれを
通した地域の連携。

（特非）　泉京・垂井

ペドラブランカ自然保護区支援連合

持続的で包括的な地域・環境ガバナンスをめざす
～ローカル・アドボカシー・モデルの実践と創出～

生産者・消費者・流通による包括的なアグロ 
エコロジーネットワークの構築によって行う 
ブラジル・ペドラブランカ山系の生態系保全活動

環境情報交流会（2/8）＠岐阜県垂井町

ファーマーズマーケットの様子

NGO・NPOと京都市会議員の
懇談会（2/24）の成果＠京都市

畑でたい肥作りの講習中

環境情報交流会参加者 108 人

SNSフォロワー 2,965 人

あどぼのプラット
フォーム参加団体 11 団体

保護区制定賛同者 2,857 人
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■苦労した点
各地で多種多様なアドボカシーの手
法があり、展開されている。しかしな
がら、それらがアドボカシー活動だ
と認識されていない。

■工夫した点
型にはまったアドボカシーを考える
のではなく、環境ガバナンスの実現
には、多種多様な手法があることを
前提に進めている。

■苦労した点
現在の大統領は循環型農業に懐疑的
である。むしろ森林を農地に転換す
ることを促進しているため、諸政策
が本活動と逆行する。

■工夫した点
地域の自然への愛、経済的合理性を
切り口に、政治から切り離した地域
内の関係性構築に努めた。

ローカル・アドボカシー・モデルの明示化、全国各地への展開、市民・NGO・NPO
と行政等との継続的な対話の場の構築、対話の場の担い手育成、アドボカシー・プ
ラットフォームの構築。

関わる農家・消費者世帯を増やし、地域の中で面的広がりをつくり出す。日本から
支援をいただいていることは地域の農家の大きなエンパワーになっている。その
勢いを死なせない。
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 日本全域
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